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林業遺産認定
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北
山
川
の
筏
流
し
の
技
術
は
五
百

年
を
超
え
る
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
も

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
技
術
を
現
代

ま
で
引
き
継
い
で
き
た
先
人
た
ち
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
そ
れ
ら

を
引
き
継
い
で
い
く
重
責
と
使
命
を

改
め
て
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
観
光
筏
下
り
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
、
な
に

よ
り
も
乗
船
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
林
業
遺
産
と
い

う
新
し
い
価
値
を
得
た
筏
下
り
を
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
よ
り
一
層
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
非
常

に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
の
受
賞
は
、
ひ
と
え
に
先
人
の

筏
師
た
ち
の
技
と
努
力
、
そ
し
て

そ
の
技
術
を
脈
々
と
引
き
継
い
で

き
た
現
代
の
筏
師
た
ち
の
技
と
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
筏
師
の
皆

さ
ん
に
も
深
く
感
謝
す
る
も
の
で

す
。

　
今
後
も
、
伝
統
の
技
術
を
伝
え

る
た
め
に
更
な
る
技
術
の
研
鑽
と

筏
師
の
養
成
が
行
わ
れ
、
ま
た
日

本
各
地
・
世
界
各
地
へ
の
Ｐ
Ｒ
と

し
て
、
観
光
の
振
興
に
つ
な
が
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

申請者　

　教育長　泉　清久
筏下り運行責任者　

　　　　山本　正幸

　
「
北
山
川
の
筏
（
い
か
だ
）
流
し
技

術
」
が
、
日
本
森
林
学
会
の
「
林
業
遺

産
」
に
県
内
で
初
め
て
全
国
で
50
番
目

認
定
・
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は

木
材
の
輸
送
手
段
と
し
て
地
域
の
林
業

を
支
え
、
16
世
紀
ご
ろ
よ
り
昭
和
30
年

代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
木
材
流
送
の

技
術
で
す
。
現
在
は
観
光
事
業
し
て
と

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
、
伏
見

城
築
城
の
用
材
と
し
て
求
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
流
域
の
木
材
生
産
は

発
展
し
ま
し
た
。
良
質
な
木
材
が
筏
に

よ
っ
て
多
量
に
搬
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
17
世
紀
以
降
、
筏
流
し
は
制
度
化

さ
れ
、
流
通
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

最
盛
期
の
年
間
流
送
量
は
、
北

山
川
と
十
津
川
筋
を
合
わ
せ
て
「
熊

野
川
筏
百
万
石
」
と
い
わ
れ
て
お

り
、
北
山
村
の
筏
師
は
数
百
人
に

達
し
、
筏
に
よ
る
木
材
の
流
送
は

地
域
の
林
業
を
大
き
く
支
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
近

代
化
に
と
も
な
う
道
路
網
整
備
に

よ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
転
換
や

大
規
模
な
ダ
ム
開
発
に
よ
り
、
北

山
川
水
系
で
は
木
材
流
送
と
し
て
の
筏

流
し
は
昭
和
38
年
5
月
が
最
後
と
な
り

ま
し
た
。

　

伝
統
の
技
術
は
、
村
お
こ
し
の
観
光

の
目
玉
と
し
て
昭
和
54
年
8
月
よ
り
開

始
し
た
「
北
山
川
観
光
筏
下
り
」
に
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
筏
師
育
成
事
業
も

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
森
林
学
会
員
の
大
住
克
博
氏
か

ら
は
「
北
山
川
の
筏
流
し
は
伝
統
的
な

筏
流
し
の
姿
を
今
に
伝
え
る
全
国
唯
一

の
例
で
あ
り
、
使
わ
れ
て
い
る
技
術
も

熊
野
地
域
の
林
業
の
歴
史
と
伝
統
を
今

に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
林
業
遺
産
と
す

る
価
値
が
十
分
に
あ
る
。」
と
し
て
推

薦
を
受
け
、
登
録
を
申
請
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
、
日
本
森
林
学
会
林
業
遺
産
選

定
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
も
「
木
材

流
送
の
技
術
と
し
て
発
展
し
た
筏
流
し

技
術
が
、
現
在
ま
で
観
光
筏
下
り
と
し

て
保
存･

継
承
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
的

な
筏
流
し
の
姿
を
今
に
伝
え
る
全
国
唯

一
の
例
と
し
て
、
熊
野
地
域
の
林
業
の

歴
史
と
伝
統
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。」

と
評
価
さ
れ
認
定
登
録
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
年
45
年
目
を
迎
え
る
観
光
筏
下
り

は
、
毎
年
5
月
～
9
月
の
運
行
シ
ー
ズ

ン
に
約
七
千
人
の
乗
客
が
あ
り
、
最
近

は
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
伝
統
文
化

と
美
し
い
奥
瀞
の
景
色
を
楽
し
め
る
唯

一
無
二
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
創
設
を
は
じ
め
、
森
林

や
林
業
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
発
展
の

機
運
が
高
ま
る
昨
今
、「
林
業
遺
産
」
の

認
定
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
後
世
に
残

し
、
よ
り
沢
山
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
な
る
よ
う
に
村
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

北
山
川
の

北
山
川
の
筏
流
し
技
術

筏
流
し
技
術

　
　
　
　

　
　
　
　

  

県
内
初
認
定

県
内
初
認
定

村長より認定証を受取る山本氏

筏
流
し
の
歴
史

認
定
・
登
録
の
理
由

筏
下
り
の
今
後
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５
月
31
日
に
「
北
山
川
の
筏
流

し
技
術
」
が
日
本
森
林
学
会
の
「
林

業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
の
は
前
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
済
み
で
す
が
、
そ

の
日
か
ら
少
し
さ
か
の
ぼ
り
、
５

月
３
日
、
音
乗
で
「
観
光
筏
下
り
」

の
開
航
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
岸
本
周
平
和
歌
山
県
知
事
の

御
臨
席
を
仰
ぎ
、
村
長
ら
と
共
に

期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

近
年
は
感
染
防
止
等
の
理
由
か
ら

安
全
祈
願
の
み
で
し
た
が
、
今
年

は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
も
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
定
員
を

制
限
し
、
約
六
千
三
百
人
の
方
が

筏
下
り
に
乗
船
し
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
定
員
制
限
を
解
除
す
る

と
の
こ
と
で
、
乗
船
数
の
増
加
に

も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
開

航
式
に
は
百
二
十
人
余
り
の
人
が

筏
下
り
を
体
験
し
、
大
自
然
の
中

で
爽
快
感
と
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
北
山
村
小
中
学

校
の
生
徒
た
ち
が
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
体
験
し
て
お
り
、
筏
下
り
を

眺
め
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
、
北

山
川
の
激
流
の
中
、
歓
声
を
上
げ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 観光筏下り　開航式観光筏下り　開航式

伝統的な筏流しの始まり伝統的な筏流しの始まり
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北
山
村
の子
ど
も
た
ち

一
輪
車
講
習

遠
足

じ
ゃ
ば
ら
バ
ー
ガ
ー
作
り

救
命
講
習

租
税
教
室

海
外
語
学
研
修
出
発
式

卓
球
郡
大
会

血
圧
授
業

修
学
旅
行

クリーン作戦

７
月
８
日
、
卓
球
の
郡
大
会

が
行
わ
れ
、
下
平
詩
萌
さ
ん

が
個
人
で
３
位
、
団
体
女
子

の
部
も
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

筏体験
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ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

７
月
16
日
、
下
尾
井
の
お
く
と
ろ
公
園

内
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の

飲
食
店
の
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ

り
ま
し
た
。
舞
台
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ダ
ン
ス

や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の

方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
最
後
に
は
餅
ま
き
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

歯
磨
き
講
習

夕
涼
み
会

乳
幼
児
健
診

一
号
橋
イ
ラ
ス
ト
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健
康
イ
ベ
ン
ト

体
力
テ
ス
ト

一
号
橋
イ
ラ
ス
ト

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

発
電
機
寄
贈

　
５
月
24
日
、
山
梨
県
議
会
議
員
中
村
正

仁
様
、
㈱
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
様
、
㈱
Ｓ
Ｙ
М
Ｐ

Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｙ
様
よ
り
、
村
に
、
防
災
対
策
活

動
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
頂
い
た
発
電
機
は
、
今
後
、
災
害

を
は
じ
め
非
常
時
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
事
業
の

一
号
橋
の
橋
脚
の
基
礎
と
な
る
、
鋼
殻

ケ
ー
ソ
ン
に
保
育
園
児
達
が
イ
ラ
ス
ト

を
書
き
ま
し
た
。
書
い
た
イ
ラ
ス
ト
は

完
成
時
に
は
見
え
な
い
で
す
が
、
橋
を

支
え
る
一
部
に
書
く
と
い
う
貴
重
な
体

験
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建
設
中

の
三
号
橋
に
行
き
、
橋
の
上
か
ら
北
山

川
を
覗
き
込
み
ま
し
た
。

　
昨
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
退
任
さ

れ
た
中
瀬
古
武
雄
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
５
月
12
日
、
東
牟
婁

振
興
局
で
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
長
年
に
わ
た
り
、
委
員
を
勤
め
、

社
会
奉
仕
の
精
神
の
も
と
地
域
福
祉
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

中
瀬
古
さ
ん
は
28
年
11
か
月
に
わ
た
り
、
委

員
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

参
加
し
て
い
る
方
の
体
力
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。
テ
ス
ト
は
年
２
回
行
わ
れ
、

参
加
者
の
方
々
は
、
日
頃
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
一
生
懸
命
、

体
力
テ
ス
ト
に
挑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

有
田
先
生
と
花
王
株
式
会
社
様
の
協

力
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
健
康
イ
ベ
ン

ト
が
５
月
28
日
と
６
月
25
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
継
続
し
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
も
６
月
25
日
の
検
査
を
も
っ

て
終
了
し
、
現
在
、
今
ま
で
の
測
定
結

果
を
集
計
中
で
す
。
今
後
、
結
果
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

岸
本
周
平
和
歌
山
県
知
事
が
県
内
各

地
を
訪
れ
て
県
民
の
声
を
直
接
聞
く
「
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
北
山
村
で
５

月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
村
民
の
方
々
と

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
に

対
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
意
見
に

対
し
、
知
事
は
県
の
課
題
と
し
て
、
検

討
の
意
思
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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生活習慣病
(脳卒中、
心筋梗塞など）
の原因となる
動脈硬化を
判定。

循環機能検査 血液・尿検査

生活習慣病
（動脈硬化、
メタボ、糖尿病
など）の発症を
予知。

※初年度の方はアルコール遺伝子
検査も行います

心理・認知検査

近年増加して
いるうつ・認知症
の早期発見。
生活習慣を見直し
物忘れ防止に役
立てる。

その他

・筋肉量測定
・体組成測定
・骨密度測定

※検査内容が変更される場合があります

※健康調査に同意いただいた方のみ
受診できます。

※受診人数の状況により、時間がかか
る可能性があります。ご了承ください。

和歌山県立医科大学保健看護学部和歌山県立医科大学保健看護学部
〒641-0011   和歌山市三葛580

TEL 073-488-6262

北山村役場北山村役場 住民福祉課住民福祉課
〒647-1603   東牟婁郡北山村大沼42TEL 

0735-49-2331

動脈硬化検査の内容

健康寿命を延ばしましょう健康寿命を延ばしましょう‼‼

　北山村が村をあげて有田先生たちと取り

組んでいる「高血圧ゼロの村プロジェクト」。

診療所で実際に皆様の血圧や動脈硬化に対

する意識がグングン高まっているなぁ～と

感じてこちらも身が引き締まる思いです !!

そしてその中で有田先生からお話があった

「認知症のリスクになる睡眠剤」についてで

す。ある種の睡眠剤は依存性や認知症に繋

がる危険性が報告されています。そして睡

眠剤は「昔から飲んでいるから」「やめたら・

かえって眠れなくなるのが嫌」などの理由

でなかなか中止・変更が難しく結果的に“漫

然と”継続されてしまいがちです。しかし、

有田先生からのバシッと心に響くお話のお

かげで最近「睡眠剤、一回やめてみたいと

思います !!」と診療所で相談してくださる

方が増えています !! 現在、北山村診療所で

も“脳に優しい睡眠をサポートする新しい

薬”を処方することが出来ます。睡眠剤の

変更や中止を目標に頑張ってみようかなと

思われる方は診療所や保健師さんにぜひ気

軽に質問・相談してください。できる限り

のご協力をさせて頂きます。

　北山村診療所では、赤ちゃん～小中高生

の定期予防接種だけではなく、色々なワク

チンに対応しています。今回は特に「帯状

疱疹」「子宮頸がん」に対抗するためのワ

クチンについてご紹介します。

ワクチン色々対応できます

・ 　ワクチンの対応

・ 　内川コラム

・ 　保健師の活動報告

　皆様ご存じの、とても痛いブツブツ・水疱

が出来てくるヘルペスウイルス感染症です。

この帯状疱疹の悪い所は、ブツブツが治った

後も強い神経痛が残ることです。帯状疱疹が

原因で寝たきりや鬱に繋がることもあるぐら

い強烈な痛みです……。

　そんな帯状疱疹に対抗するワクチンが 2 種

類あります!!発症を予防することはもちろん、

帯状疱疹後の神経痛を緩和する効果を持って

います。対象年齢は基本的に 50 歳以上の方で

す。ワクチンの選択に関してご興味がある方

は診療所で相談して頂ければ、その方に合っ

たワクチンの提案をさせて頂きます。

　子宮頸がんは、若年女性 (20-30 歳代 ) で

増えてきています。出産を希望する時期と

重なるため、がんそのものとの闘病のみで

なく妊娠・出産にも大きな影響を与えうる

病気です。

　その原因となるのがヒトパピローマウイ

ルスで、今回ヒトパピローマウイルスに対

抗するワクチンが再び定期接種 ( 対象年齢

内での接種は公費負担 ) に復活しました !!

対象年齢は小学校 6 年生～高校 1 年生と平

成 9 年～ 18 年生まれの方になります。6 か

月内に 3 回接種するパターンと 6 ～ 12 か月

内に 2 回接種するパターンがあります。予

防効果は 90% 近くあると報告されています。

副作用に関して心配・不安が残る方もい

らっしゃるかと思いますので、診療所で

相談して頂ければ詳しく説明させて頂き

ます。

　どちらのワクチンも明るい未来を守る

ことに繋がります。少しでも興味が出ら

れた方は、診療所や保健師になんでも気

軽に質問・相談してください

①　帯状疱疹 ②　子宮頸がん

内
川

コ
ラ

ム

睡眠薬、 一回やめてみたいと思います

集団検診（ ９月８ ・ ９日 ） のお知らせ

特定健診・後期高齢者健診・動脈硬化健診・

がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・

肝炎ウイルス検査

　今年は動脈硬化健診があります！20歳

以上の村民は誰でも受診できますので、

ぜひお申込みください。

　申し込み：令和５年８月１５日（火）

までに住民福祉課へ電話してください。

検査内容については変更される場合があ

ります。また、受診人数の状況により、

時間がかかる可能性があります。ご了承

ください。

動脈硬化の発生と進行

肥
満
や
喫
煙
に
よ
り

血
管
が
塞
が
っ
て
し
ま
う
。



Information 村からのお知らせ

15   　kitayama kitayama        14

新
宮
公
証
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
日
相
談
の
ご
案
内

お
問
い
合
わ
せ
先  

新
宮
公
証
役
場　

公
証
人　

三
橋　

豊

　

新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
-
１
-
31
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
F

納
税
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
申
請
は
お
済
で
す
か
？

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ
と
は
、「
外
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
い
」

「
誰
か
と
話
を
し
た
い
」
そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
「
居
場
所
」
で
す
。
支
援
員
が
生
活
の
こ
と
、

将
来
の
こ
と
、
そ
の
ほ
か
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先  

ひ
き
こ
も
り
者
社
会
参
加
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ　

☎
０
７
３
５
-
２
２
-
５
５
７
０

住
民
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
と
は
、「
乳

幼
児
に
本
と
出
会
い
、
親
し
む
機
会
を
贈
る
と
と
も
に
、

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
伝
え
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

の
ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
事
業
」
で
す
。

　

対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
保
護
者
が
、
読
み
聞
か
せ
の

た
め
の
絵
本
を
購
入
し
た
時
の
費
用
を
助
成
す
る
も
の

で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

で
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
を
し
ま
す
。

連　
絡　
先

新
宮
納
税
協
会

☎
０
７
３
５
-
２
２
-
３
６
９
８

登
録
の
要
否
を
検
討
し
て
い
る
免
税
事
業
者
の
方
を
対
象

と
し
た
登
録
要
否
相
談
会
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
会
で
は
、
税
務
署
職
員
と
１
対
１
に
よ
る
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
先

ま
で
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　　　

時

８
月
24
日
（
木
）、
９
月
27
日
（
水
）、

10
月
26
日
（
木
）、
11
月
27
日
（
月
）、

各
日
13
時
～
16
時
（
相
談
開
始
時
間
は
、

ご
予
約
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。）

相
談
会
場

新
宮
納
税
協
会

住
所　

新
宮
市
伊
佐
田
町
２
丁
目
１
-
２
１

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
年

通
信  

ご
予
約
い
た
だ
く
と

予
約
受
付
専
用
電
話
番
号

月
～
金
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

〇
予
約
希
望
日
の
一
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

〇
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や

　

年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

①
お
客
様
の
都
合
に
合
わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

②
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え
対

応
し
ま
す
。☎

０
５
７
０
-
０
５
-
４
８
９
０

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

満
三
か
月
を
超
え
、
満
一
歳
に
達
し
な
い
乳
児
を
養
育

す
る
保
護
者

満
二
歳
を
超
え
、
満
四
歳
に
達
し
な
い
幼
児
を
養
育
す

る
保
護
者

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
購
入
し
た
絵
本
と
、
絵
本
購

入
時
の
領
収
書
を
持
参
し
、
役
場
住
民
福
祉
課
の
窓
口

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

絵
本
の
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

で
対
象
と
な
る
年
齢
に
達
す
る
間
で
あ
れ
ば
、
限
度
額

分
を
１
回
で
ま
と
め
て
購
入
し
て
も
、
何
回
か
に
分
け

て
購
入
し
て
も
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

日　　　

時

相
談
会
場

北
山
村
村
民
会
館

令
和
５
年
10
月
11
日
（
水
）

10
時
～
12
時

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事
故
が
多
く
発
生
す
る
た

め
、
毎
年
８
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
電

気
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
全
国
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
今
一
度
、
身
の
回
り
の
電
気
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

花
火
大
会
が
復
活
し
、
今
年
の
夏
の
楽
し
み
が
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
で
親
族
や
友
人
ら
と
顔
を
合

わ
せ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
や
任
意
後
見
、
養
育

費
な
ど
各
種
契
約
に
関
す
る
公
正
証
書
の
作
成
及
び
そ

の
相
談
な
ど
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
家
族
が
集
ま
る
こ
の
時
期
に
は
、
遺
言
や
任

意
後
見
に
関
し
て
話
題
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
休

日
相
談
を
、
下
記
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
、
事
前
予
約
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
労
働
局

               

か
ら
の
お
知
ら
せ

就
職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援
セ
ミ
ナ
ー

正
社
員
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
あ
な
た
を
応
援
す
る

全
五
回
シ
リ
ー
ズ
の
「
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

※
一
回
だ
け
の
参
加
も
オ
ッ
ケ
ー
で
す
。

申　

込

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
若
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

問
合
せ

Ｎ
Ｐ
О
法
人
キ
ャ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協
会

☎
０
７
３
-
４
２
５
-
３
７
２
０

http://npo-cfa.com/2023hyogakisemina/

「
職
場
実
習
・
体
験
」
受
付
中

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た

職
場
体
験
で
、
希
望
す
る
業
種
や
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

対　

象

事
業
所

実
習
期
間

問
合
せ

お
お
む
ね
35
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方

飲
食
・
食
品
製
造
・
福
祉
事
業
所
・
製
材
所
・
警
備

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
タ
ク
シ
ー
と
多
種
あ
り

３
時
間
～
／
日
を
、
２
日
か
ら
１
週
間
程
度

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
０
７
３
-
４
２
４
-
９
７
７
２

な
ど
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

※
併
せ
て
、
対
象
事
業
所
も
募
集
し
て
お
り
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

                        

か
ら
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？
退
職
金
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
中
退
共
）
は
、
60

年
で
110
万
社
以
上
の
中
小
企
業
が
利
用
す
る
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
る
ほ
か
、
管
理
も
簡
単
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先 

 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
-
６
９
０
７
-
１
２
３
４

※
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

安　

心

有　

利

簡　

単

国
の
退
職
金
制
度

外
部
積
立
型
で
管
理
も
簡
単

掛
金
は
全
額
非
課
税

新
規
加
入
や
掛
金
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額
を
事
業
主
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

関
西
電
気
保
安
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
は
経
済
産
業
省
主
唱
の

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

満
二
歳
を
超
え
、
満
四
歳
に
達
し
な
い
幼
児
を
養
育
す

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
の
お
知
ら
せ

日　

時

メ
ー
ル

電　

話

令
和
５
年
８
月
26
日
（
土
）

    

午
前
10
時
～
午
後
3
時

０
７
３
５
-
２
１
-
２
３
４
４

nmt-3212@etude.ocn.ne.jp
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総
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〒

647-1603　
和

歌
山

県
東

牟
婁

郡
北

山
村

大
沼

42
番

地

　
TEL：

0735-49-2331　
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0735-49-2207

村
の

人
口

8
月

１
日

現
在

　
 人

　
口

　
394

人
（

-7）　
男

性
　

183
人

（
-
2）

　
 世

帯
数

　
249

戸
（

-4）   女
性

　
211

人
（

-5）

　
 高

齢
化

率
　

42.4%　
　

※
（

　
）

内
は

前
号

比
　

  

広報担当の枠

　北山村の広報誌は、年間で１、４、７、１０月ぐらいで発行していますが、

最近作っている広報誌を見返してみると、なんとなく同じような内容になっ

ているので、今後の広報誌について少し考えなければならないと思ったので、

私だけではなく、村民全員で考えていただけると助かります。実際イベント

ごとが少ないので、多少同じようにはなってしまうのですが、レイアウトや

特集など、少しは変化がなければ見ている方も飽きるし、作っている私も少

し飽きています (笑 )。最近は村民紹介や北山村の歴史などをたまに載せて

おりますが、ほかにも、意見があれば何でも言ってください。これからも村

民に見てもらえるように、次回の広報誌はもっと頑張ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報担当：橋爪　大希）　

マンネリ化してきました。

　4 年生の中村琥珀くんと所姫花さんが、 ３年生の時に行ったアサギマダラに関する

学習が評価され、 第２２回わかやま環境賞の特別賞を受賞しました。 わかやま環境

賞とは、 環境保全に関する実践活動が、 ほかの模範となる方を和歌山県が表彰する

ものです。

　アサギマダラとは、 あさぎ色の美しい羽を広げると 10 センチほどになる大型のチョ

ウです。 海を越えて 2,000 キロ以上もの長距離を飛翔することもあります。 先生の

話の中で興味を持ったのがきっかけでこの調べ学習を始めました。 アサギマダラはフ

ジバカマという花を好むことから、「 アサギマダラの里 」 として有名な長野県宮田村

などからフジバカマを分けてもらい、 校庭に植えていました。 アサギマダラが飛来す

るかは未知数でしたが、 昨年の 10 月 17 日に、 北山村小学校でアサギマダラが

確認され、 その後も日を開けて、 サイズの異なる他のアサギマダラが確認されました。

この学習以前では北山村小学

校では確認されたことがなく、

初めての発見でした。 三重県

も飛行ルートの一つとして知ら

れていますが、 北山村で確認

されたのは珍しいそうです。 ２

人は喜びの笑みを浮かべ和歌

山県知事より表彰されました。

アサギマダラ学習でわかやま環境賞を受賞


